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ことが少なくない。ひずみ速度102 1/ S のオーダまでのひずみ速度効果の大要は明らかにされている
が、さらに衝撃的荷重下における高速変形挙動についてはまだ十分には明らかにされていない。
本研究は、棒の一端に立上り時間の極めて短かい高速縦衝撃を直接作用させるときの弾塑性波伝ぱ












ずみ速度(l03~1041/ S )での動的変形応力を求めたO また衝撃速度とプラト一部分のひずみとの関係
を広範囲にわたり実測し，衝撃圧縮に対するKármán 理論の適用性とその限界を明らかにしたD
論文の審査結果の要旨
本研究は，ひずみ速度が103~1041/ S の高速変形領域における金属材料の動的挙動を調べたもので
ある。
本論文では先づ，材料のこのような高速変形挙動には，試料を衝撃する応力測定棒の微小な弾性変
形が大きく影響することを指摘し，弾性変形を考慮した解析法を提案した。この方法による計算結果
を実験結果と比較して，材料の衝撃挙動は，衝撃端から離れた位置ではひずみ速度の影響を無視した
Kármán 理論で，衝撃端近傍ではひずみ速度の影響を考慮したMalvern 理論で，ほぽ説明できること
を明らかにした。次に，著者が考案した高速衝撃負荷装置を用いて種々の結晶構造を持つ 11種の金属
について衝撃実験を行ない，材料の静負荷特性と高速負荷特性との相異を実験的に明らかにした。さ
らに著者は，材料の高速変形挙動には双品の生成など材料工学上の問題があること，高速疲労も高速
変形挙動と密接に関係していること，衝撃疲労破壊には応力波の伝ぱが重要な役割を演じていること
などを実験または計算例で示し この方面の将来の研究に興味深い展望を示唆している。
本論文は金属材料の高速塑性変形挙動の解明に寄与するところが大きく，博士論文として価値ある
ものと 2忍める。
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